
Ⅰ （配点36）

次の文を読み，（1）～（9）の問いに答えよ。

〔解答番号 1 ～ 9 〕

Ａ 中国の史書にみられる記述のなかで，日本に関する最古のものとされるのは，『漢書』地理

志にある紀元前1世紀頃の日本に関する「夫れ ア 海中に倭人有り。分れて百余国と為

る。歳時を以て来り献見すと云ふ」である。さらに，57年に倭の奴国の王が後漢に朝貢し，

イ から印綬を賜ったことなど，1～2世紀の倭の様子が『後漢書』東夷伝に記されてい

る。266年の倭の女王の晋への遣使の記述以降，ウ）5世紀前半に倭が遣使をするまでの約150

年の間，中国の正史には日本に関する記述はみられなかった。その後，5世紀のエ）倭の五王

の遣使，オ）7世紀の小野妹子の派遣などが記されている。

（1） 空欄 ア ・ イ に当てはまる語句の組合せとして最も適当なものを，次の�～

�の中から1つ選べ。 1

� ア 帯方 イ 光武帝 � ア 帯方 イ 武帝

� ア 楽浪 イ 光武帝 � ア 楽浪 イ 武帝

（2） 下線部ウ）に関連して，3世紀中頃から5世紀前半までの期間の出来事に関する記述とし

て最も適当なものを，次の�～�の中から1つ選べ。 2

� 大伴金村が加耶西部を百済に割譲した。

� 倭と高句麗が朝鮮半島で交戦した。

� 百済の聖明王から仏像や経典などが贈られ，仏教が正式に日本に伝わった。

� ヤマト政権の支配の強化に反発して，筑紫国造磐井が反乱を起こした。

（3） 下線部エ）に関する記述として最も適当なものを，次の�～�の中から1つ選べ。

3

� 朝鮮半島南部での立場を有利にするために中国の南朝に遣使した。

� 倭の五王のうち，最初の讃は雄略天皇に比定されている。

� 倭の五王の遣使は，江田船山古墳出土鉄刀に記されている。

� 倭の五王は，中国南朝から高句麗・百済などの支配権を認められた。

日本史（情報科学部・知的財産学部）

日 本 史
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（4） 下線部オ）に関連して，6世紀初めの小野妹子の派遣に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについ

て，その正誤の組合せとして最も適当なものを，下の�～�の中から1つ選べ。 4

Ｘ 中国の冊封体制に入ることを求めて，小野妹子が派遣された。

Ｙ 小野妹子が帰国する際には，答礼使の裴世清が中国から派遣された。

� Ｘ－正 Ｙ－正 � Ｘ－正 Ｙ－誤

� Ｘ－誤 Ｙ－正 � Ｘ－誤 Ｙ－誤

Ｂ 630年に カ らが派遣された第1回の遣唐使以降，キ）894年に派遣が停止されるまで20

回の任命があり，16回渡航した。

当初，遣唐使は唐の制度や文物を吸収することを目的としており，ク）留学生や僧は帰国後

に重要な役割を果たした。しかし，渡唐した者のなかには ケ のように帰国できずに，

唐に仕えて没する者もあった。とくに，朝鮮半島を統一したコ）新羅と関係が悪化すると，安

全な サ をとることができなくなり，航海の危険が増大した。一方で，唐・新羅との対

立関係から渤海使が頻繁に日本を訪れており，渤海使は日本海側（現在の福井県敦賀市付近）

におかれた シ などで厚くもてなされた。

（5） 空欄 カ ・ ケ に当てはまる語句の組合せとして最も適当なものを，次の�～

�の中から1つ選べ。 5

� カ 犬上御田鍬 ケ 阿倍仲麻呂

� カ 犬上御田鍬 ケ 南淵請安

� カ 山上憶良 ケ 阿倍仲麻呂

� カ 山上憶良 ケ 南淵請安

（6） 下線部キ）に関連して，遣唐使の派遣の停止に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その

正誤の組合せとして最も適当なものを，下の�～�の中から1つ選べ。 6

Ｘ 遣唐大使に任じられた菅原道真は遣唐使の派遣の停止を建議した。

Ｙ 唐の衰退と航路の危険をおもな理由に遣唐使の派遣停止が建議された。

� Ｘ－正 Ｙ－正 � Ｘ－正 Ｙ－誤

� Ｘ－誤 Ｙ－正 � Ｘ－誤 Ｙ－誤
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（7） 下線部ク）に関連して，唐から帰国，または遣唐使とともに来日した僧に関する記述とし

て最も適当なものを，次の�～�の中から1つ選べ。 7

� 玄昉は，帰国後に吉備真備とともに長屋王政権に重用された。

� 唐の高僧鑑真は，大仏開眼供養の儀式において開眼師をつとめた。

� 空海は，帰国後に真言宗を開き，高野山金剛峰寺を創建した。

� 円仁は，円珍との対立などから拠点を園城寺に移し，寺門派と称した。

（8） 下線部コ）に関連して，新羅に関する記述として最も適当なものを，次の�～�の中から

1つ選べ。 8

� 白村江の戦い後，倭に唐・新羅が攻め込み，倭軍は再び敗れた。

� 渤海との関係を重視した朝廷は，新羅に使節を派遣しなかった。

� 朝廷で権力を握っていた藤原仲麻呂は，渤海と結んで新羅を攻撃した。

� 東アジアの国際秩序が変動するなか，高麗が新羅を滅ぼした。

（9） 空欄 サ ・ シ に当てはまる語句の組合せとして最も適当なものを，次の�～

�の中から1つ選べ。 9

� サ 南路 シ 鴻臚館 � サ 南路 シ 松原客院

� サ 北路 シ 鴻臚館 � サ 北路 シ 松原客院
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Ⅱ （配点48）

次の文を読み，（1）～（7）の問いに答えよ。

〔解答番号 10 ～ 21 〕

Ａ 1180年に以仁王とともに 10 が挙兵したのを皮切りに5年にわたる源平の争乱が始

まった。1185年に 11 を伴い西に敗走していた平氏が， 12 の壇の浦の戦いで滅び，

争乱は終わった。ア）源頼朝は争乱の最中から支配体制の整備を進めており，1192年にかねて

より対立していた 13 の死去を受けて，征夷大将軍に任じられた。これにより名実とも

にイ）鎌倉幕府が成立した。しかし，当初，朝廷の勢力も強く，公武二元支配の状況が続いて

いた。1219年に 14 が暗殺され，源氏の正統が断絶したことに伴う幕府の混乱に乗じて

起こった 15 を幕府が鎮圧したことで，幕府の朝廷に対する優位が確立すると，公武二

元支配の状況は大きく変わった。

（1） 空欄 10 ～ 15 に当てはまる適切な語句を解答群1からそれぞれ1つ選べ。

解答群1

� 安芸国 � 安徳天皇 � 後白河法皇 � 後鳥羽上皇

� 承久の乱 � 長門国 � 高倉天皇 � 宝治合戦

	 源実朝 
 源義仲 � 源頼家 � 源頼政

（2） 下線部ア）に関連して，源頼朝による支配体制の整備に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについ

て，古いものから年代順に正しく配列したものを，下の�～�の中から1つ選べ。 16

Ⅰ 守護・地頭を設置することを朝廷から認められた。

Ⅱ 軍事・警察などを担当する侍所を設置した。

Ⅲ 寿永二年十月宣旨により，朝廷から東国の支配権を認められた。

� Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ � Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ � Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ

� Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ � Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ � Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ

（3） 下線部イ）に関連して，鎌倉幕府の機構に関する記述として最も適当なものを，次の�～

�の中から1つ選べ。 17

� 一般政務・財政などを担当する公文所の初代長官に三善康信が任じられた。

� 訴訟と裁判事務などを担当する問注所の初代長官に大江広元が任じられた。

� 当初，京都には京都守護がおかれたが，のちに六波羅探題にかわった。

� 源頼朝は，源義経討伐のために，藤原泰衡を奥州総奉行に任じた。
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Ｂ 18世紀後半には，10代将軍徳川家治の側用人のウ）田沼意次が，商業資本を利用して幕府財

政の再建をはかった。また，エ）蝦夷地の開発を計画したほか，金貨への一本化をめざして南

鐐二朱銀を鋳造した。こうしたオ）田沼の政治によって商工業は活発化し，カ）文化も発展した

が，一方で賄賂の横行などを招き政治に対する不満が高まった。こうしたなか，1782年からの

天明の飢饉などの天災もあり，田沼は家治の死去とともに失脚した。

（4） 下線部ウ）に関連して，田沼意次の財政再建策に関する記述として最も適当なものを，次

の�～�の中から1つ選べ。 18

� 物価騰貴の原因と考えた株仲間を解散させた。

� 印旛沼・手賀沼の干拓工事を行ったが，浅間山の大噴火により挫折した。

� 真鍮座などの座を結成させて専売制を拡大させた。

� 長崎貿易では俵物の輸出を促進し，金・銀・銅の輸入をはかった。

（5） 下線部エ）に関連して，田沼意次による蝦夷地の開発に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについ

て，その正誤の組合せとして最も適当なものを，下の�～�の中から1つ選べ。 19

Ｘ 工藤平助の『海国兵談』の意見を採用して蝦夷地開発に乗り出した。

Ｙ 蝦夷地の開発の可能性などを探るために，間宮林蔵らを蝦夷地に派遣した。

� Ｘ－正 Ｙ－正 � Ｘ－正 Ｙ－誤

� Ｘ－誤 Ｙ－正 � Ｘ－誤 Ｙ－誤

（6） 下線部オ）に関連して，田沼意次の政治を風刺した史料として最も適当なものを，次の

�～�の中から1つ選べ。 20
あ さ ま

� 浅間しや富士より高き米相場 火のふる江戸に砂の降とハ
べい あげまい

� 上げ米といへ上米は気に入らず 金納ならばしじうくろふぞ
きしうつ ひきかえ はげ

� 白河の岸打波に引換て 浜松風の音の烈しさ

� 世の中に蚊ほどうるさきものはなし ぶんぶといふて夜るもねられず

（7） 下線部カ）に関連して，田沼の政治の時期に発展した文化に関する記述として最も適当な

ものを，次の�～�の中から1つ選べ。 21

� 酒井田柿右衛門が上絵付の方法で赤絵を完成させた。

� 江戸で尊王斥覇を説いた山県大弐が死罪となる明和事件が起こった。

� 松尾芭蕉は，東北・北陸などを巡遊して俳諧紀行文『奥の細道』を著した。

� 為永春水の人情本『春色梅児誉美』が絶版処分を受けた。
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Ⅲ （配点36）

次の文を読み，（1）～（9）の問いに答えよ。

〔解答番号 22 ～ 30 〕

Ａ 明治政府が近代化を進める際に，ア）西洋の思想や文化が積極的に取り入れられたため，

イ）人々の生活に大きな変化が生じた。

本木昌造が鉛製活字の量産技術の導入に成功するなど印刷技術の発展を受けて，1870年には

初の日刊新聞である『 ウ 』が創刊された。1871年には エ の建議を受けて，従来

の飛脚制度にかわって郵便制度が創設された。一方で，宗教面では，政府が祭政一致を掲げて

神道を重視したことから，オ）廃仏毀釈が行われた。また，カ）キリスト教については従来通り

禁じた。

（1） 下線部ア）に関連して，西洋思想を紹介した啓蒙思想家に関する記述として最も適当なも

のを，次の�～�の中から1つ選べ。 22

� 中江兆民は，スマイルズの『自助論』のほかミルの『自由論』を翻訳した。

� 中村正直は，ルソーの『社会契約論』の一部を漢訳したこともあり，東洋のルソーとい

われた。

� 福沢諭吉は，自身が社長となって啓蒙的思想団体明六社を結成したほか，『西洋事情』

などを著して啓蒙活動を行った。

� はじめ啓蒙思想家として活動した加藤弘之は，のちに社会進化論に転向し自由民権論を

否定した。

（2） 下線部イ）に関連して，文明開化に関する記述として最も適当なものを，次の�～�の中

から1つ選べ。 23

� 国民皆学をめざす学制の公布後，実施機関として文部省が新設された。

� 太陽暦の採用後，1週を7日として土曜日・日曜日が休日とされた。

� 洋服の着用が広がっていったほか，男性の間ではざんぎり頭が流行した。

� 明治政府に招かれて来日したクラークが札幌農学校を創設した。

（3） 空欄 ウ ・ エ に当てはまる語句の組合せとして最も適当なものを，次の�～

�の中から1つ選べ。 24

� ウ 大阪朝日新聞 エ 岩崎弥太郎

� ウ 大阪朝日新聞 エ 前島密

� ウ 横浜毎日新聞 エ 岩崎弥太郎

� ウ 横浜毎日新聞 エ 前島密
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（4） 下線部オ）に関連して，廃仏毀釈に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合

せとして最も適当なものを，下の�～�の中から1つ選べ。 25

Ｘ 神仏分離令によって神仏習合の禁止と神道国教化の方針が明らかにされると，廃仏毀釈

運動が起こった。

Ｙ 浄土真宗の僧高山樗牛は，政府の神道国教化政策を批判して，廃仏毀釈で打撃を受けた

仏教の復興に尽力した。

� Ｘ－正 Ｙ－正 � Ｘ－正 Ｙ－誤

� Ｘ－誤 Ｙ－正 � Ｘ－誤 Ｙ－誤

（5） 下線部カ）に関連して，キリスト教の禁止を明らかにした1868年に出された高札と，その

方針により1868年に起こったキリスト教弾圧事件の組合せとして最も適当なものを，次の

�～�の中から1つ選べ。 26

� 高札－五榜の掲示 事件－浦上信徒弾圧事件

� 高札－五榜の掲示 事件－26聖人殉教

� 高札－大教宣布の詔 事件－浦上信徒弾圧事件

� 高札－大教宣布の詔 事件－26聖人殉教

　

Ｂ 大正時代を中心に，政治などにおいて民主主義の風潮がみられるようになった。

こうした大正デモクラシーの風潮と経済の不安定さを背景に，キ）労働運動や社会運動が活

発化した。1920年には ク らが女性の政治的地位の向上を求めて新婦人協会を結成する

など，女性解放運動も活発化した。また，ケ）大正デモクラシーの風潮のもとで，文化・学術

面で大きな発展がみられた。大正時代から昭和時代初期にかけては，コ）マス・メディアが発

達した。多くの雑誌が創刊され，大衆雑誌『 サ 』のように100万部をこえる発行部数の

ものもあらわれた。

（6） 下線部キ）に関連して，大正デモクラシー期の労働運動・社会運動に関する記述として最

も適当なものを，次の�～�の中から1つ選べ。 27

� 労働組合の大日本労働総同盟友愛会が第1回メーデーを主催した。

� 堺利彦・山川均らが結成した日本農民組合が農民運動を指導した。

� 大杉栄らによって部落差別からの解放をめざす全国水平社が結成された。

� 平塚らいてうらは女性の文学団体である赤瀾会を結成した。
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（7） 空欄 ク ・ サ に当てはまる語句の組合せとして最も適当なものを，次の�～

�の中から1つ選べ。 28

� ク 市川房枝 サ キング � ク 市川房枝 サ 中央公論

� ク 与謝野晶子 サ キング � ク 与謝野晶子 サ 中央公論

（8） 下線部ケ）に関連して，大正デモクラシー期の文化に関する記述として最も適当なものを，

次の�～�の中から1つ選べ。 29

� 小山内薫・土方与志らが築地小劇場をつくり，新劇運動を展開した。

� 『生々流転』の作者下村観山は，日本美術院を再興した。

� 津田左右吉は東洋哲学と西洋哲学を対決させて，独自の哲学を完成させた。

� 細菌学者北里柴三郎は梅毒スピロヘータの培養に成功した。

（9） 下線部コ）に関連して，大正時代から昭和時代初期にかけてのマス・メディアに関して述

べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして最も適当なものを，下の�～�の中か

ら1つ選べ。 30

Ｘ 映画が人気となったが，作品はすべて輸入に頼らざるを得なかった。

Ｙ 野球・相撲の実況中継が人気を博し，ラジオ放送が急速に普及した。

� Ｘ－正 Ｙ－正 � Ｘ－正 Ｙ－誤

� Ｘ－誤 Ｙ－正 � Ｘ－誤 Ｙ－誤
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Ⅳ （配点30）

次の文を読み，（1）～（10）の問いに答えよ。

〔解答番号 31 ～ 40 〕

（1） 奈良県にある，古墳時代前期につくられた最大の規模を持つ前方後円墳として最も適当な

ものを，次の�～�の中から1つ選べ。 31

� 誉田御廟山古墳 � 大仙陵古墳

� 造山古墳 � 箸墓古墳

（2） 律令の官制に関連して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして最も適当な

ものを，下の�～�の中から1つ選べ。 32

Ｘ 詔勅の作成，国史の編纂，後宮の事務などを担った式部省は，八省中で最重要の省であ

る。

Ｙ 西海道の統治，外交，国防などを担った大宰府は，「遠の朝廷」ともよばれた。

� Ｘ－正 Ｙ－正 � Ｘ－正 Ｙ－誤

� Ｘ－誤 Ｙ－正 � Ｘ－誤 Ｙ－誤

（3） 国風文化期の文学作品に関する記述として最も適当なものを，次の�～�の中から1つ選

べ。 33

� 村上天皇の命で，紀貫之らが最初の勅撰和歌集『古今和歌集』を編んだ。

� 菅原孝標の女は，結婚生活や夫との不和などを『蜻蛉日記』に著した。

� 『凌雲集』『文華秀麗集』『経国集』の三大勅撰集が編まれた。

� 藤原公任は，朗詠に適した詩歌を集めて『和漢朗詠集』を編纂した。

（4） 日本での曹洞宗の開祖道元が悟りを開くために重視したものとして最も適当なものを，次

の�～�の中から1つ選べ。 34

� 公案問答 � 只管打坐 � 専修念仏 � 題目唱和

（5） 室町時代に堺の自治を担った36人の豪商からなる組織の名称として最も適当なものを，次

の�～�の中から1つ選べ。 35

� 会合衆 � 町衆 � 年寄衆 � 年行司
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（6） 豊臣秀吉に関する記述として最も適当なものを，次の�～�の中から1つ選べ。 36

� 賤ヶ岳の戦いで明智光秀を討ち，織田信長の後継者の地位を確立した。

� 太閤検地を実施し，貫高を基準に軍役が課される貫高制が確立した。

� 刀狩令を出し，方広寺の大仏造立を口実に農民から武器を没収した。

� 文禄の役の際に豊臣秀吉が亡くなったため，朝鮮から撤兵した。

（7） 化政文化に関する記述として最も適当なものを，次の�～�の中から1つ選べ。 37

� 水戸学者の会沢安（正志斎）は著書『新論』で尊王攘夷論を説いた。

� 本多利明は，著書『経済要録』で産業の国営化，貿易の振興などを説いた。

� 本居宣長が大成した復古神道は，幕末の尊王攘夷運動に影響を与えた。

� 高橋至時の建議により，蘭書の翻訳機関である蛮書和解御用がおかれた。

（8） 明治政府の殖産興業政策に関する記述として最も適当なものを，次の�～�の中から1つ

選べ。 38

� 殖産興業の中心官庁として工部省が設置され，大久保利通が初代工部卿となった。

� 繊維業の振興をはかるために，富岡製糸場や大阪紡績会社などの官営模範工場が設立さ

れた。

� 北海道開発を担う行政機関として開拓使がおかれ，北方の防衛と北海道の開拓のために

屯田兵制度を創設した。

� 新貨条例を出して，円・銭・厘の十進法を採用し，金本位制を確立した。

（9） 日中戦争の端緒となった出来事として最も適当なものを，次の�～�の中から1つ選べ。

39

� 済南事件 � 西安事件 � 柳条湖事件 � 盧溝橋事件

（10） 戦後の民主化政策に関連して述べた次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして最も

適当なものを，下の�～�の中から1つ選べ。 40

Ｘ 日本の軍国主義の経済的基盤となった財閥の解体を進めるために，持株会社整理委員会

が設置され，過度経済力集中排除法が制定された。

Ｙ 日本国憲法が施行されて労働者の権利が保障されたことを受け，労働組合法，労働関係

調整法，労働基準法の労働三法が制定された。

� Ｘ－正 Ｙ－正 � Ｘ－正 Ｙ－誤

� Ｘ－誤 Ｙ－正 � Ｘ－誤 Ｙ－誤
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